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スロープシステム導入がもたらした
思わぬ副産物 —  松山ゴルフ倶楽部（愛媛県）の取り組み

―― スロープシステム導入までの経緯をお聞かせくだ
さい。
亀田　スロープシステムの導入は世界的な趨勢でも
ありますし、ＪＧＡが決めたのだから我々がやらない
理由はないと競技・ＨＤＣＰ委員会ですんなり決まり
ました。我々が導入して、率先してやっていくぞとい
う使命感のようなものもありましたね。
井谷　競技・ＨＤＣＰ委員会で決まると、支配人である
私や事務局も「よし、やろう！みんなで勉強しよう！」

という雰囲気になりました。松山ゴルフ倶楽部は愛媛
県で最古の倶楽部です。私はこちらの支配人に赴任
して４年ほどですが、会員のみなさんから「伝統ある
倶楽部として愛媛県を引っ張っていくのだ」という意識
の高さを感じます。そういった意識の高さがあった
から、スムーズに事が運んだのではないでしょうか。
亀田　倶楽部の先輩方が事あるごとに引っ張って
きた経緯を見てきていますから、今回は自分たちが
やらなきゃいけないという気持ちは確かにありました。

井谷　ＪＧＡが新居浜で開催してくれた四国の説明
会にみんなで行きましたね。
亀田　合計３回でしたか。ただ、正直に申し上げて
説明会だけでは肚にストンと落ちませんでした。ＨＤ
ＣＰインデックスやスロープレーティングなど、初めて
聞く名前ばかりでしたから自分の中でしっかりと消化
して競技・ＨＤＣＰ委員や会員にきちんと説明できる
ようになるには自分で勉強するしかないと、私や支
配人、事務局のスタッフがいただいた資料をかなり
読み込みました。私が責任者のような立場でしたか
ら、「私自身がブレたらいけない、やる以上は絶対に
成功させなければいけない」という気持ちが強かっ
たですね。分からないところは四国連盟に質問して
教えていただいたこともありました。
―― そして導入に至るわけですね。
亀田　松山ゴルフ倶楽部は、スタートと同時に導入
したのですが、それまでに勉強会を繰り返し、競技・
ＨＤＣＰ委員はスロープシステムについてのある程度
の知識を備えるまでになっていました。会員のみなさ
んには会報誌でお知らせして文章も配布して啓蒙し
ていきましたが、なかなかそれだけで理解していただ
くのは難しいものがありました。委員会のメンバーや
事務局のスタッフが協力して実戦の場で会員からの
疑問にひとつひとつ答えていったことが円滑な切り
替えにつながったと思います。みなさん、非常に前
向きな姿勢で活躍してくださいました。一丸となれた
からこそ、浸透できたのだと感じています。

―― スロープシステムを導入して倶楽部競技に変化
はありましたか。
井谷　以前、月例会は年齢や性別によって使用する
ティーを５段階に分けていました。男性は６０歳未満
が青、６０代が白、７０代はゴールド、８０歳以上と６０歳
未満の女性が赤、８５歳以上の男性と６０歳以上の女
性がピンクという形で、年を取ってティーが前になっ
てもＨＤＣＰは同じというシステムでした。ですから、
前のティーでできる年配の方が有利だったのです。
ところがスロープシステムではティーによってＨＤＣＰ
が変動しますから、年配の方の有利さがなくなった
わけです。公平なＨＤＣＰですから当たり前のことな
のですが、最初は年配の方からとまどいの声があり
ました。
亀田　スロープシステム導入時に会員の方に最も
納得していただくのが難しかったのがその点でした。
たとえば、ゴールドでプレーする７０代男性の方から

「私のＨＤＣＰインデックスは１５．０なのに、なぜ月例
会でゴールドから回ると１２．０に減るのだ」というよ
うな疑問が出てきました。ティーによってＨＤＣＰが
変 動するということに馴染みがなかったので、すぐ
には理解ができなかったようです。難易度によって
ＨＤＣＰが 変 動したほうが 公 平にプレーできると
いうことを理 解していただけるまで丁 寧に何 度も
説 明させてもらいました。

2014年１月にスタートした新たなＪＧＡハンディキャップシステム
（ＵＳＧＡハンディキャップシステム準拠、通称スロープシステム）を早期に
導入した松山ゴルフ倶楽部は約２年経った現在、効果を実感している。
公平なハンディキャップ（以下ＨＤＣＰ）による競技の活性化だけでなく、
労力や経費の削減という副産物もあったという。導入までの経緯や
倶楽部の現状を亀田勝彦競技・ＨＤＣＰ委員会副委員長と
井谷充宏支配人に聞いた。
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【ハンディキャップの歴史】 （概略）

スロープシステム導入までの経緯と、成果を語った黒岩靖宣課長・キャディマスター（左）、井谷充宏支配人（中）、亀田勝彦競技・HDCP委員会副委員長（右）。

年代 欧米 日本
17世紀後半 HDCPの概念広まり始める

1900年頃 英国女子連盟が初のCR
開発

1911年 USGAが初めてCR導入
（全米アマ優勝者のスコア）

1920年代～ 全米各地区でHDCP
システムの改善策考案

1950年代
JGA HDCP制度導入

（USGA制度を参考に開発）

1960
　～70年代

USGAが
障害難易度査定法を考案
現行HDCP制度の基礎完成

1978年
現行JGA制度施行

（USGA制度を参考に開発）

1979年 USGAがスロープシステム
開発着手

1987年 USGAがスロープシステム
正式施行

2010年～ 現在世界61の国と地域で
採用

2010年
スロープ導入決定

（USGAとJGAが正式契約締結）

2014年～ スロープシステム施行
（USGAハンディキャップシステム準拠）

松山ゴルフ倶楽部内に
掲示されているコース
ハンディキャップ換算
表。HDCP更新のお知
らせをハガキ郵送によ
るものから、クラブハウ
ス内の掲示に変更した
ことによって、経費削減
にもつながった。
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井谷　今ではもう会員のみなさんが理解してくれて
います。
亀田　今年から月例会は倶楽部側が年齢でティー
を決めるのではなく、プレーヤー自身で選べるように
変更しました。それがスロープシステムをより生かせ
る形だと思います。また、あるプレーヤーが「きょうは
白からいこう」と考えていても、同伴競技者がみな
青から打つことが分かればスタート直前に「じゃあ、
私も一緒に青からいきます」と変更することも可能。
臨機応変にできるようになった点もよかったと思いま
す。それに、スロープシステム導入後は月例会優勝
者の顔ぶれがバラエティーに富むようになりましたか
ら、みなさんやる気が増してきたように感じます。
―― クラブ選手権などはいかがですか。
亀田　三大競技のうち理事長杯とキャプテン杯に
関して以前は「シングルさんが優勝するもの」という
雰囲気がありましたが、スロープシステムではＨＤＣＰ
２０の方が勝ってもおかしくないわけです。そうすると
「あの人が勝ったのなら、私も挑 戦してみよう」と
より活性化することが期待できます。それが倶楽部
全体の底上げにつながると思っています。

―― ＨＤＣＰ委員の仕事もずいぶん楽になったのでは
ないですか。
亀田　はい。以前のＨＤＣＰですと委員会で数値を
調整しなければいけませんでしたが、スロープシステ
ムでは自動的に算出されます。ＨＤＣＰ委員の仕事の
大半がＨＤＣＰを決める作業ですから、非常に楽に
なりましたね。
井谷　事務局としてもＨＤＣＰ委員会で使用する資
料をつくる作業をしなくてすむようになったわけです
から担当者が喜んでいました。以前は、夜遅くまで
作業をしていましたからね。どの倶楽部も同様の資料
づくりには少なからず時間を割いているはずです
よ。それがなくなるだけでもかなり違うはずです。こ
んなにいいものなのだから、みんなやりましょうと支配
人会などで勧めているのですが…。他倶楽部の方と
話しをしていると、「新しいものを勉強するのが面倒
だ」という雰囲気が伝わってきます。食わず嫌いの
ようなところがあるのではないでしょうか。もっとうまく
ＪＧＡが誘導していってほしいですね。
亀田　導入しない理由に「お金がかかる」ということ
を挙げている倶楽部もあるようです。実際は、そんな
ことはないのですが。

井谷　コンピューターに新しいシステムを取り入れる
初期費用はかかりましたが、それくらいです。以前は
ＨＤＣＰ更新のたびに会員のみなさんにハガキでお
知らせしていましたが、今は毎月更新されるＨＤＣＰ
インデックスをクラブハウス内に貼り出す形にしまし
たから少なくとも通信費は削減されたわけです。
亀田　長い目で見れば経費的にもプラスになるはず
です。導入から２年たち、会員のみなさんにしっかり
浸透していると感じますし、本当にやってよかったと
思っています。
―― 倶楽部ＨＤＣＰを残してほしいという声は出ませ
んでしたか。
井谷　それはありませんでした。もう２年経ちました
し、みなさん頭の中はすっきりと切り替わっているよう
です。また、以 前はＨＤＣＰ順 のＨＤＣＰボードを 
クラブハウス内に掲示していたのですが、今では
会員の皆様の苗字の五十音順のメンバーズボードに
変更しています。

―― スロープシステムの課題やＪＧＡへの要望は何か
あるでしょうか。
亀田　スロープシステムは公平性と互換性に優れて
いるものですよね。互換性というのはスロープシステ
ムが広く普及してこそ成り立つものだと思います。
しかし、現状では我々のように導入している倶楽部
は少 数 派です。このままでは発 展 性がないような
気がしています。もう少し強く指導していただけれ
ば、各倶楽部に導入しようという意識が広がっていく
のではないかと思います。
井谷　マーケティングの世界では、あるものが世間
に浸透するかどうかは普及率１５％が分かれ目だと
言われています。たとえば、今では銀行やコンビニの
ＡＴＭを誰もが利用していますが、当初はなかなか 
普及しませんでした。当時、私は銀行に勤めていま
した。お客様にＡＴＭのことを説明させていただくと 
「預けたお金を間違いなく数えてくれるのか」とか
「本当に正しい金額が出てくるのか」と今では考え
られないような疑問や不安の声がたくさんあったの
です。従来通り銀行の窓口を利用したほうが安心
だという方ばかりでした。ところが、普及率が１５％に
なったあたりから状況が劇的に変わり、一気に普及
が進んだのです。スロープシステムも普及のスピード
が遅いようですが、ここであきらめていては先があり
ません。ＪＧＡのみなさんには何が何でも１５％に達す
るまで努力してほしいと思います。そうすれば、必ず
道が拓けるはずです。
―― 貴重なご意見ありがとうございました。

CR=コースレーティング / CH=コースハンディキャップ
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ハンディを、傾斜で表すスロープシステム。プレーヤーの腕前、
コースの難易度によってハンディキャップが大きく変わる。
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【スロープシステムの使い方】　女性Aさん・男性Bさんが対戦した場合

スロープシステムの普及
率アップを訴える（左から）
黒岩課長、井谷支配人、
亀田副委員長。


